
 

 

 

 

 

【学校教育目標】未来への夢をもって、豊かに学び、しなやかでたくましい子どもの育成 

校庭のけやきや桜の木々もすっかり色づき、秋の深まりを感じま

す。色とりどりの落ち葉を集めたり、下に隠れている虫を探したり

して楽しむ下級生、ほうきを持ってきて落ち葉を上手に掃き集める

上級生。味わい方はそれぞれでも、季節の移り変わりを感じさせて

くれる自然が身近にあるのは本当に幸せなことです。 

 

「自主性」から「主体性」へ 自らを育む 
 子どもの育ちについての話になる時、しばしば「主体性」や「主体的」という言葉を耳にしま

す。似ている言葉に「自主性（的）」がありますが、それとの違いはどんなところなのかいっしょ

に考えていきたいと思います。 

先日、こんなことがありました。登校途中、２年生の子が歩道で嘔吐してしまいました。班長

は副班長に下級生を連れて学校まで行くように話し、自分はその子が落ち着くのを待ってから、

自宅まで送り届けてくれました。 

また、学習に関することでは担任からこんなことを聞きました。総合や社会科で学習したスー

パーマーケットの食品に関心が高まり、買い物について行くたびに陳列棚を観察したり、それぞ

れの店の工夫に気づいたりしていったそうです。そのうち、どうしても確かめたい、確かめずに

はいられないことが出てきて、店員さんに質問し、今後もまたいろいろ教えていただきたいとい

うお願いをしてきたとのことでした。 

どちらも、誰かが決めたり、誰かに言われたりしたことではなく、自分で考え、自分で決めた

行動です。これが「主体性（的）」です。一方、「自主性（的）」は他人が決めたことを進んで行う

時に使うそうです。そうすると、２つの違いは、「誰が決めたことなのか」にあるようです。 

「今のうちの子には主体性はないなあ」なんて言わないでくださいね。赤ちゃんの時は目にす

るものすべてに興味津々で、それこそ「主体的」に触ったり、登ったり、口に入れたりして、当

時はとても冷や冷やしたという記憶があるのではないでしょうか。ですから、人は誰でも元々

「主体性」を持っていて、もし今その様子があまり見られないという時は、食欲と同じで少しし

ぼんでいるだけだと考えればいいわけです。未来を生きる子どもたちにはその「主体性（的）」が

とても大切だと考えられています。コロナ感染症や生成ＡＩのように、その先の答えは誰もわか

らない、大人が答えを持っているとは限らないからです。 

では、どうすれば「主体性」を育むことができるのでしょうか。 

１つ目は「どうしてだろう？」という問いと「どうすればもっと良くなるだろう？」というア

イディア、つまり自分の頭で考えること、２つ目は自分で決めること＜自己決定＞の習慣をつけ

ることだと思います。 

まず、お子さんがこれから何をしたくて、今どんなふうに考えていて、どんなことを聞きたが

っているのか等、お子さんといろいろな話をたくさんして、お子さんを一層理解することを大事

にしたいです。そして、自分の頭で考え、自分で決めることを保障してあげたいですね。上手く

いかないこともありますし、やり直したい時もあります。試行錯誤をくり返している過程が「主

体性」を育んでいると考えれば、温かい目でじっと見守ることも大人の役目です。 

子どもが主体的に行動しているのは自立に向かっている証ですから、大人は子ども自身が自分

の主体性を大事に育んでいけるよう後押しする存在でありたいと思うのです。 
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校長 小林 聡 



文化の秋・学びの秋 真っ盛り 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生社会科見学「本物にふれ 大いに学ぶ」 
３年生はこの秋、本物に触れることを通していろいろなことを学びました。郷土資料館では様々

な道具を手に取り、昔の人々の知恵や工夫に思いをはせました。消防署では、実際に消防服を着さ

せていただいたり、普段見ることのできない通信指令室や消防自動車

の内部を見学したりして、その重さや大変さを実感しました。今週は、

「山形セルリー」を育てている半澤さんの畑におじゃまして、小さな

種をまいてから半年以上、暑い夏の間もたくさんの手間暇かけて育て

た「山形セルリー」の収穫の様子を見学させていただきました。品質

管理の難しさと収穫の喜び、自然相手の仕事の尊さを教わりました。 

本気で働く大人の話は説得力があります。本物が持つすごさや立体

感、においに至るまで、五感を通した学びは子どもの思考と心を豊か

にしてくれます。ご協力いただいたみなさま、ありがとうございまし

た。 

  

学校の様子について随時ホームページで 

お知らせしています。ぜひご覧ください。 

魂を揺さぶる けやき太鼓  
創立２０周年の年にスタートしたけやき太

鼓は、今年で２７年。長い間、大人太鼓のみな

さんに支えられ、様々な手ほどきを受けなが

ら、今日まで受け継がれてきました。 

１０月１９日（土）に江南公民館祭りで、先

週８日（金）には東北音楽教育研究会が開かれ

た山形テルサで、堂々と演奏してきました。ま

さに魂を揺さぶるような太鼓の音が会場に響

き渡り、多くの人々から大きな拍手と称賛を

いただきました。安堵感と満足感、充実感でい

っぱいの子どもたちでした。 

年が明けた２月４日（日）にはサークルフェ

スティバルで演奏を披露します。今後のがん

ばりがまた楽しみです。 

会場と一体 金管バンド 
第 51 回山形市小学校吹奏楽発表会が市民会

館で開かれました。リズムに乗って演奏された

「学園天国」は、会場からの手拍子ももらい、

ステージと会場がひとつになったすばらしい

演奏となりました。全校生の前で演奏した前日

の壮行式からさらにギアを上げ、すばらしいサ

ウンドを披露することができ、大満足の子ども

たちでした。 

来年１月２５日（土）に開かれる東北バンド

フェスティバルに参加することも決まり、一層

すてきな音楽を奏でるチャンスをいただきま

した。今度は東北のみなさんと一体になれるよ

う、部員みんなでがんばっていきます。 


